
中、低粘度)、Bayer,製 佛製,内 地製、 Cellit(高 、中、低)及 び自製晶を用ひナこり

 糸の性質は紡糸の諸樹 犬件により又其相蓮は著明ならざるも一般に粘性大なる酷酸

繊維素 より強力なる糸を生す

 酷酸繊維素の粘性の相蓮は皮膜の張力の大小に明瞭に現はる

 自製品は粘度高 く普通商品にては20-25%溶 液を紡糸に用ひナこるも自製品にては

15-18%を 適當ざせ り 20-2so/.as液 εして紡糸せんが爲粘度の低きものを添加 しナこ

るに糸の強力には好影響を與へす却て損 しナこり 樹脂を添加するも結果不良なりき

      ヴ4ス コ ー ス に 關 す る 研 究(第22軸

         ヴ イ ス コー ス の 比 粘 度 に就 て

    (1) ヴ イ ス コー ス熟 成 中 粘 度 攣 化 の 型 式

     喜 多 源 逸 岩 崎 振 一 郎 増 田 周 三

             松 山 紀 陽 作

         (繊維素工業 昭和四年 第五巻59頁)

 熟成中ヴイスコースの粘度に就ては已に諸家の測定あり今日一般には粘度は熟成初

期数日間減少し最低に達したる後徐々に再び上昇 し凝固の直前急に上昇するε考へら

る〉が如し 然るに著者實験室に於ける從來多籔の試験結果によれば凝固飼の急激上

昇を除きては大罷熟成中緩慢なる上昇を認めす 然るに鋼球落下時問による測定結果

によれば余等も亦一般に認めらる》如き愛化を観察せり 故に此等の差異の原因を明

かにせんが爲諸種繊維素材料を撰びヴィスコースを作り諸種測定法によO憂化の型式

を調査せり

 其結果球落下時間の測定によれば何れも同檬の型式により憂化するも稀繹ヴイスコ

ースを用ひ才ストフル ド粘度計にて測定する時は繊維素材料の相違によの異なる型式

を取る事を明にせり 又伸糸能力を比較 しナこるに大燈球落下法による粘度贋ε類似な
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るこミ1を認ナこり

 余等の測定結果 よりヴイスコースの熟成中粘度憂化は二つの相反封せる作用自Pち分

散作用及組織形成の雨作用の結果によるものε考 らる 稀繹する揚合は組織破壌せ ら

る〉を以てオス トワル法によるε球落下法ε一致せざる結果を與ふものなる可 し

        (II) ヴ イ ス コー ス の 流 出 速 度

            中  島    正.

 富久氏の測定せるオストワルド粘度計を用ひ比較的廣き歴力の範園にて測定せる結

果並に本實験室より磯表せし諸種歴力下にて紡糸せる糸の太さの測定結果を計算 し略

Wo. Ostwald氏 式に從ふこεを認めナこり

           入 絹 強 度 増 進 の 一 方 法

            喜  多  源  逸

         化學研究駈講演集昭和四年第一輯63

 本報告には入絹紡糸の際Strecken以 外にReibungが 強度増進に有利なる事及び

ヴィスコース熟成の程度によりReibungを 増加し得る程度に差異あるを述ぶ。

      蠣油不飽和脂肪酸の成分 に就て

                       木 村 和 三 郎

  (工業 化 學雑誌1927♪50,857,京 都大 學工 學部紀 要1929,5,1 65,)

 輔油の成分に就ては既に辻本満丸氏(」.Coll. Eng・, Tokyo, ImP. Univ・,1908

voL 4, No.2)川 瀬惣次郎氏等(日 本化學會誌,1925,42,181)等 の研究あれさ不飽
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